2026年度　高齢者虐待防止連携推進研修会 開催要項

高齢者虐待への対応にあたっては、医療機関、行政及び地域包括支援センター等の関係機関が、必要なに情報を適切に共有するとともに、本人の権利擁護の観点を踏まえ、支援方針を検討していくことが重要です。そのためには、各機関が担う役割や機能を相互に理解したうえで、支援に必要となる情報や相談の適切な時期等について共通認識を形成しておくことが求められます。
2025年度に実施した高齢者虐待防止連携推進研修会では、行政、地域包括支援センター及び医療機関の関係者が一堂に会し、それぞれの虐待対応体制や役割について理解を深める機会とし、相互の関係構築及び相談・連携の円滑化につながったことが、研修の成果として確認されました。
今年度は、前年度の取組を踏まえ、より実践的な内容へと発展させ、医療ソーシャルワーカー（以下MSW）、行政及び地域包括支援センターが、具体的な支援場面を題材として、それぞれの立場や役割、必要となる情報及び相談・連携のあり方について相互に確認し、理解を深める機会とします。
研修では、医療機関における高齢者虐待対応の実践報告を通じて、院内における対応体制や支援の流れについて共有するとともに、2つの事例を用いたグループディスカッションを実施します。事例については、個別事例の解決策そのものを検討することを主眼とするのではなく、「MSWとしてどのような情報を確認し、どのように対応するか」「地域包括支援センター及び行政が支援を開始するにあたり、どのような情報を必要とするか」等の視点から意見交換を行います。これらを通じて、各機関の役割及び対応への理解を深め、日常的に相談・連携しやすい関係性を構築するとともに、高齢者虐待対応における多機関連携の一層の推進を図ることを目的とします。

日時： 2026年11月14日 土曜日 14:00〜16:00
場所： 札幌市生涯学習総合センター（ちえりあ）中研修室１
対象： 医療ソーシャルワーカー、地域包括支援センター職員、行政職員等、高齢者虐待対応に関わる
医療・福祉関係者
主催：北海道医療ソーシャルワーカー協会





テーマ：
「MSW×行政×包括の連携を一歩前へ！」〜病院の実践報告と事例をもとに考える〜

プログラム：
〇 14:00〜14:05 開会挨拶・趣旨説明（5分）
〇 14:05〜14:25 医療機関の実践報告（20分）
〇 14:25〜14:35 質疑応答（10分）
〇 14:35〜14:45 休憩（10分）
〇 14:45〜15:40 事例をもとにしたグループディスカッション（55分）
　グループワーク（25分×2事例）
〇 15:40〜15:55 全体共有・意見交換（15分）
〇 15:55〜16:00 まとめ・閉会（5分）

※研修会終了後、会場利用時間の範囲で自由に情報交換・交流できる時間を設けます。


問い合わせ先
[bookmark: _GoBack]（一社）北海道医療ソーシャルワーカー協会　社会活動部
高齢者虐待防止専門部会　沼田　考広（所属：イムス札幌リハビリテーション病院）
TEL：　011-681-2105　　　mail：　iryousousyaruwaka@gmail.com
